４　研究活動の概要 by unknown
４　研究活動の概要
雑誌名 農林工学系年報
号 8
ページ 6-43
発行年 1998-02-28
URL http://hdl.handle.net/2241/115142
4 研究活動の概要
4-1 留別報告
{自然環境工学分野}
天田高白，教授
1 .雲仙水無}1を事例として火砕流堆積物の侵食機構に関する研究を行った。
2.粘着性地盤の侵食に関する基礎的研究
流域管理の視点から実験的検討を行った。
3.ネパールクリカニダム上流域をモデルとしてGISによる流域管理システムの構築に
関する研究を行った。
4.土砂災害に関する訪災システムの開発に関する研究(土木研究所と共同研究)
崩壊の予知，予測に演する検討を行った。
5.雨畑)1における水文解析及び土砂流出予測に関する研究をおこなった 9
6.利根川支:渓神流)11のリフレッシュ砂防計画に関する研究を行った。
7.滑Jr rの再生に演する研究を行った。
市原笹ー，助教授
1 .都市公薗の来訪者の歩行速度と風景との関係
都市公園の歩道から見える風景評価をファジイAHP法により行い，歩行速度を測定
した。その結果 必然性澱度と歩行速度の関係が大きいことが明らかになった。
2.ショケイ積分による風景の評価
ショケイ積分は国子鶴の相乗・相殺効果を考悲した分析法である。風景の評価など人
間の感性による評価には，これらの効果が働いていると考えられるため，ショケイ積分
の適用を試みた。その結果，高い精度で適用が可能であることが明らかになった 3
3.砂防護堤の風景解析
国立公躍など風景を重要視する地域に建設する砂防構造物は周囲の風景に調和してい
ることが望ましい。本研究では，砂防工事事務所の職員と砂防事業に無関係な一般人と
の嵐景評偲構造の相違について検討した。その結果，両者には風景の評価に関して大き
な溝があることが明らかになった。
4. フラクタル次元による公園の解析
菌路の構造と池の形状をフラクタル幾何学による分析を行っている。
5. レクリエーション用道路の計画法の開発
京都の東山地区を対象に観光用道路の計画法を遺伝的アルゴリズムを用いて構築したD
6.カルマンフィルタによるタンクモデルのパラメータの同定
タンクモデルのパラメータの同定には，洪水データの蓄積が必要であるが，カルマン
フィルタを用いると蓄積は不要となる D 子しの高さと係数を同時に向定した場合，流出量
の計算値と測定値はピークで誤差が生じるもののタイムラグは生じないことが明らかに
なった。
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伊藤太一，講師
1 .科研費による日本の自然環境保全における米雷の影響と独自性についてまとめたり
2.東アジア国立公麗および保護地域に関する国際会議で発表した。
3.国際学術研究によりタンザニアのセレンゲティ庖立公留でその管理に関する諌査をお
こなった 0
4.アメリカの環境史学会に出席するとともにイエローストーン国立公園の管理に関する
資料収集をおこなった。
5.グリーンウェイ・ネットワークについて調査をおこなった。
大坪輝夫，助手
1 .井)1演習林におけるクマハギ被害の実態
本演習林のクマハギ害による造林木への被害は，平成3年の大日本猟友会によるクマ
捕殺の自粛及び県単位としての生息密度が低いという理由によるクマの捕殺・有害駆除
の規制が厳しく制限された事などから，拡大の一途をたどっている O しかし森林の保全
とクマとの共存への方策を考えていくため，これまでの謁査資料をもとに，本演習林の
クマハギ害の実態として 被害の拡大の推移，被害率，被害木の林齢・絢高直径の関係，
剥皮高，被害方向，被害を受けやすい樹種と受けない樹種，クマの捕殺数(演習林内及
び井)[1全域)と生患密度の推定，クマハギの原因，被害防隊法などについてとりまとめ
た。さらに，クマとの共存のためには，思，県，大学等の連携による科学的な謁査デー
タに基づく適切な密度管理が必要であると述べた。
佐久湾泰一，講師
1 .耕作放棄水田と踊場整備水準に関する研究
前年度に引き続き，事例を増やし，留場の整備水準と耕作放棄水田の関係を定量的に
考察し，未整備水田→耕地整理水田→区画整理水田→盟場整備水田と整備水準が高くな
るに従って，耕作放棄率が38.8%→18.8%→1.0%→0.6%と小さくなることがわかり，
闘場整備が耕作放棄率を小さくする役割を持つことを示した。
耕作放棄された 1枚l枚の水田を謂べてみると，①農道がないまたは狭い②用水路や排
水路がない③区画が不整形である④区画が小さい⑤排水が悪く機械がもぐりやすい⑥山
際に位置し山からの湧水が出てきて排水が悪い という水田が多くみられた。
2.大区画の長辺長の制限要因に関する研究
借地による大規模経営の経営可能面積と経営必要面積を，中型機械装備と大型機械装
備について検討し，日本では数10ha程度の経営規模があり得ることが分かった。
中型機械装備と大型機械装備を使用する借地大規模経営の農家の作業を観察した結果，
機械の作業性からみると，区患は大きい方がよい，区画の長辺長も機械の作業i揺の2倍
の大きさ以上であれば大きい方がよいことになることが分かった。 O すなわち，機械は
区画の長辺長の最小限必要な大きさを決めるが，これ以上大きくはできないという最大
の大きさを制限する要因にはならないということがいえるつ
3.ハス田の潤場整備に関する研究
低平地のハス沼の爵場整備を引き続き検討し，論文にまとめた。
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4. タイと日本の闇場整備の比較研究
科研費国際学術研究(大学間協力研究)による「タイ国農村における近代的農業基盤
システムの受容過程に関する研究」のプロジェクトがスタートし，タイと巴本の菌場整
備の比較研究タイ患の 8angkud地区の麗場整備の調査を行ったり土地所有状況に着目す
れば研究が進むことが判明した。
佐藤政良，教授
1 .大規模水田経営農家における植え付け作業の水利条件による制約に関する研究を，農
家の詳絡諒査に基づいて実施した。
2.融雪を含む流域の流出解析を行い，融雪の夏期潟水に対する影響を検討した。
3.河川流量変動の評価基準として計画必要貯水池容量を使用して，河川流量の特性を明
らかにする研究を行った。
4.水田区画の大規模化に伴う水利用の変化と使用水量への影響に関する検討を行った 3
5.ヴェトナム紅河デルタにおける水資源管理に関する研究を行ったむ
6. タイ盟中央平原における用水管理に関する研究を，現地調査に基づき，農民参加とい
う視点から実施した。
塩沢畠，助教授
1 .地温の日変化に関する研究
農林技術センターに調査点設定し，地温分布の日変化，日射・純放射，土壌水分・水
ポテンシャノレ分布，蒸発量を測定するとともに，土の熱伝導率を測定し，土壌水分が蒸
発と地温の白変動に与える影響を調べた。
2.土壇水分測定法に関する研究
誘電率測定による新しい土壌水分測定法 (TDR，TLO)の笑験的な検討をしたc
杉山博信，助教授
1.山地源流域における低水流出特性を検討した。
2.農地造成地における洪水流出特性を検討した。
氷銭揚四郎，教授
1.地域冷暖房の有効性の研究
都市における地域冷暖房システムの有効性について私的観点および環境負荷を考虚し
た社会的観点、から分析した。
2.都市における情報通信発展と労働環境の研究
情報発展都市における家計の住宅立地，余暇，在宅勤務および消費行動を分析し，情
報通信の発展が地価の分布，賃金率および交通混雑に与える影響を分析した。
3.情報発展の日中構造比較
情報産業連関表を用いて上海と東京都の情報産業構造および、経済発展について比較検
討した。
4.街鎖系水域水質最適浄化政策の研究
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霞ヶ浦，韓国八堂湖の水質改善を具体的に想定し，水系地域の社会経済モデルの特定
化，チッソ，リンを中心とする汚染物質に起因する環境動態モデルの特定化，さらに環境
財評価澱定モデルの特定化を行い，シミュレーション分析により最適浄化政策の動学的
分析を行った。
5.環境付加価値税の研究
環境への付加価値の分配としての環境付加価値税率を分析した。
真板秀二，助教授
1 .筑波大学J1上演習林試験流域の水土流出観澱を継続するとともに，この測定データを
使ってSedimentWaveと渓流の瀬一淵構造との関連について検討した。その成果を砂紡学
会誌に投稿した。
2.科研費(基盤研究C2)によって上記試験流域にウォーターサンプラーを設寵すること
ができた口直ちに，洪水持の浮遊土砂・有機物流出の観測を開始した。
3.砂防学会ワークショップ「瀬一淵構造を中心とした河道の構造と生物の生息環境の関係J
の研究協力者として，上記課題についての現地検討会(天竜Jf[支流)および信州大学で
のシンポジウムの運営に参画した。
4.科研国際学術研究大学問協力研究(タイ国農村における近代的農業基盤システムの受
容過程に関する研究)の分担者として，カセサート大学の研究者と共同して，タイ国に
おける土壌侵食と浮遊土砂流出に関する研究を開始した。今年度は，現地タイで関連す
る資料を収集した。
5.砂防学会と火山学会のメンバーで構成される火山訪災学研究会の砂防学会側委員とし
てその運営に参麗した。
[生産基盤工学分野]
足立泰久，助手
1 . oL流凝集. Rushton型撹持槽において急速凝集系における凝集速度の総定結果を解析
した。
2.高分子架橋凝集のダイナミクス.高分子電解質を添加した系において凝集速度の測定
を行い凝集過程におけるポリマーコンフォメーションの影響を解析した。
3.流れ場におけるフロツグの挙動.ミクロなレベルで流れの可視化手法を適用してフロ
ックの動態を観察する為の装置の開発が行われた。
4.アオコの浮上分離特性.単一細胞レベルでの解析を行う為の沈降顕微鏡を開発し，単
一級胞の沈降速度を測定し，その内容を公表した。
安部征雄，教授
1 .土壌内の塩類集積とその対策に関する研究として，土壌表層付近に集積する塩類のス
ティックを用いた搭集法について検討した.
2.土壌表層に集積した塩類の乾燥地における強し1蒸発力利用した除去法について基礎的
な実験を行い，可能性について検討した.
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3.栽培利用年数が異なるハウス内土壌の物理・化学性の相違に関する調査及び実験を笑
施した.
4.生物的炭酸ガス酉定に関して，乾嬢地域における植林の利用の可能性について，オー
ストラリアを対象に謁査を行った.
小池正之，教授
1 . トラクタフレームの合理的設計手法を確立する目的で，計算力学的接近による最適形
状解析を行っている。本年度はモノコック型フレームの静的弾塑性解析を行い，その国
有の形惑に係わる詳締な強度設計情報を得る作業を実施した。その研究成果は農業機械
学会誌に発表したっ
2.繰返しねじりせん断試験機を供試して，土壌の動的締箆め現象を応力経路の観点から
遺跡することを試みた。粘土分の多い土，例えばタイ国バンコク平原の粘性土を供試し
て，ねじりせん断現象と締密めの工学的桔互関連特性についての検討も行った。
3.ノレーラル電気ピークルのグランドデザインを行い，けん引性能シミュレーションを行
った。その研究成果は，第3回電気自動車研究会年次大会で発表している。 l号機の設
計案の具体化について討議したD また，地方自治体からミニパン型電気自動車の譲渡を
受け，駆動部等の構造研究に供試した。
4.深膚施肥機の開発を呂的として，次年度から着手する習場実験の詳締について検討を
行ったむ併せて，入力用液肥注入機を入手し，その予備実験を行った。さらに，施絶量
の同定と施肥深さを特定する方法についても検討した。
5.フィリピンのルソン島中部における古代理の形態的特性と審美工学的解析を通じて，
特定地域での撃の変遷過程などを調べた。中盟系列翠のデザイン話への影響が確認でき
た。同様の観点から，在来農兵を含めた広義の農具の設計論的特質について，督森県の
三内丸山遺跡及び風張遺跡での出土品を対象に調査を行った。
6.平成8年度から 3年間にわたって実施する科研費留際学術研究(大学間協力研究，研
究代表者佐藤政良)rタイ富農村における近代的農業基盤システムの受容過程に演する研
究」の現地譲査に係わる検討に参麗した。タイ側研究者の我が冨への招蒋も実施した。
7.生物資源学類及び人間学類学生を対象とするタイ菌研修旅行(両学類協賛)を実施し
た。本企画は，カセサート大学と本学で締結している大学問交流協定に基づく教育活動
の一環と位置づけている o 農林学系林久喜講師と協同で 8月21日から30日の日程によ
り企画実施した。学生の参加者数は18名であり，すべての企画に対し相手大学から積極
的な参加を得ることができるなど，成功裡に終えることができた。
小中俊雄，教授
1 .農業システム工学に関する情報処理やシステム化をはかるために，数理計画ソフトウ
ェアやハイパーテキストの応用について検討した。
2.生物生産システム工学に関するCAIソフトウェアを開発し，出版した。
3.生物生産システム工学およびバイオシステムに関するCAIソフトウェアを官INDOWS
版で環発し， CD-ROMを製作した。
4.農林水産省農業機械化審議会委員，農業機械学会理事，評議員など種々活動した。
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佐原簿三，教授
1 フリーストール乳牛舎における牛床の利用に関する研究
イ 使用頭数と牛床の利用について，飼養規模および牛床以外面積
口 気候環境と牛床の利用について，外気温および舎外風速
ハ 乳牛の生態と牛床の利用について，昼夜間の棺違が及ぼす影響
以上を実態調査により解明した。
2 エコ電気ピークル導入に伴う環境保全評価に関する研究
イ ミニパンの車体枠を利用した実験車を試作した
口 実験車における蓄電池移動機構がけん引性能に及ぼす影響を数値シュミレーション
した。これらの研究結果を得るための研究の企臨と総括を行った。
3 畜産施設と税臭
畜舎からの臭気の脱臭方法の lつとして，燃焼炎をアミンやアミノ酸の水溶液に吹き
付け酸化を誘起する方法を検討した。
激能誠之，勃教授
1 .農林漁業体験民宿に演する調査研究:
わが留におけるグリーン・ツーリズムの基盤である宿泊施設(農林漁業体験民宿)に
ついて，そのあり方や問題点・課題を探るために調査研究を行った。この結果，民宿経
営自体の問題点，地域の活性化と協力関係，ならびに利用する都市住民との関係の3点
に付いての分析を行った。これらを報告書としてとりまとめた。
2.農村景観の評価と保全に関する研究:
各地の農村景観を写真映像により収集し 24種類の形容詞対からなるア段階評価に
よる景観評価データを得た。これをSD?去により，因子分析(パリマックス法) ，クラ
スター分析(ウォード法)などの評価方法により分析した。また 偲人の主観評価と画
像処理による物理的空間構成との関係を検討している。
3.農業農村活性化施設の計画・管理・運営に関する調査研究:
農業構造改善事業における施設整備の計画手法と評価手法のあり方 特に農畜産物処
理加工施設を対象にについて検討した。
4.農業施設学会常任理事，学会賞審査委員会委員長，事業計画委員会委員，および百本
家畜管理学会評議員，幹事，編集委員会委員などの学会活動を行った。
滋JI[真弘，助教授
1.文部省在外研究員として，カナダのレジャイナ大学工学部において，自律移動車両の
位量測定技術を研究プロジェクトに参加しながら研究した。
2.農業用ロボット開発の基礎研究としてトラクタの自動走行システムの開発を行った。
レーザーセンサー，車輪自転数センサ，地磁気方位センサを用い，停止特に置いては最
少二乗法により，走行時はデッドレコニングによる誤差をレーザーセンサ情報に基づき
カルマンフィルタにより修正する方法を理論的，実験的に検討した。
3.農用車両による作業の効率化を自的とし，出力フィードパックによる厳密な線形化理
論を応用することで前輪操舵車両が予め与えられた経路に追従する制御法を高度化した。
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4.労力を要する作業であるマルチフィルムの除去を行う機械の開発研究を行った。本年
度はフィルム除去用のドラムについて検討した。
5.人間が運転するトラクタを自動追跡して走行するトラクタの開発を呂的として，追跡
操作に必要な制御システム，相対位置計測法を研究した。
6.以上の研究においては，農業研究センター，生研機構，茨城県農業研究所，本学知能
ロボット研究室と協力した。
7.農作業学会常任幹事，事務局幹事，農業機械学会の構報委員会小委員長，関東支部幹
事として活動した。
多田敦，教授
1 .富場整備に関する研究
水田の大区画化，乾恒産播の採用などによって，初期潜水や関場整備に求められる条
件が変化する。本年は，茨城県穏敷郡河内村の下層土の透水良好な水田を供試して，初
期濯水時の水足の広がりを議べるとともに，水稲の濯減期および、冬期の非港紙撤の水分
状況を諮査した。
2.土壌工学に関する研究
ハス田の土壌・水利条件は水田とは著しく異なる。ハス田で起こる土壌物理的現象の
解明は，ハス田の盟場整備の基礎となる。本年は，ハス田土壌のEhとレンコンの質に
大きく影響するレンコン表皮の黒変・褐変との関係について，滋ヶ浦湖岸で調査し，.と
りまとめた。
野口良造，助手
1 ワープロ，プログラム，データベース等が有機的な繋がりを持つ生物生産機械学CAI
ソフトウェアをWindows95上で開発した。さらに，現在の研究内容を組み込みCDの形式で
まとめた。
2.農業機械の乗り心地の向上のため，コンパインの運行時の振動特性を，ゴム履帯走行
部からの振動特性モデルを応用してシミュレーションプログラムを作成し，シミュレー
ション精度の検証を行った。また，パラメータ再定の観点からゴム履帯の動的パラメー
タ推定を行い，論文としてまとめた。
3.農害虫の活動制御のための物理的アプローチとして，ウンカが向種を誘引するための
疑似波形作成装置を検討し，乾燥した稲の微少振動の伝達特性を明らかにした。
山口智治，講師
1 .太陽エネルギ一利用による造水・集水システムに関する研究
太陽熱利用による塩水淡水化装置について，従来型ソラースチルの現状で最も問題と
される蒸発効率，凝縮効率を改善する新たなシステム開発を意図し，第一段階としてス
チル被覆材質，膜面処理の有無と内部付加装置および気象環境条件と造水量の定量関係
を確認した。
2.施設園芸土壌における塩類集積と酸性化に関する研究
施設題芸土壌において多発している塩類集積ならびの関東ローム土壊における酸性化
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問題について実験的に検討を行った。
3.内蒙古自治区ホノレチン沙漠における沙漠化坊止・生態系復元計画
国土の半分以上を乾燥地域が占める中国では沙漠化対策が急がれている。中国内蒙古
自治区哲呈木盟庫倫旗烏旦他位地区で，自然環境条件の観測ならびに住民意識について
の聞き取り調査を実施し，当地での砂漠化防止と植生回復のための計画策定と事前評価
を行った。
4.自然植生および食料生産力の気候学的評価に関する研究
気候環境要因と自然植生の 1次生産力および食料生産力に関する地域モデルの検証を
行った。
5.農業施設学会編集委員，日本沙漠学会庶務幹事として活動した。
余田章，助手
1 .マルチフィルム除去回収作業機械の開発に関する基礎研究
マルチフィルム(以下フィルムと呼ぶ)除去回収試作機の作業性能試験について，甘
藷畑，全長50mの箇場で試験を行った結果。フィルムの除去作業時摺は， ltIJ離装量使用
では0.26m/sの作業速度で10aで1.8時間であった。また，使用しない場合， 0.30rn/s作業
速度で1.3時間であることが認められた。弱j離装置使用ではフィルムの切断が伴う面か
ら，運転操作の慎重さから作業時間を要した。回収作業時間は， 1屈に3畦分を回収す
る作業方法で10a当たり0.23時間と短時間で回収出来ることが認められた。本年度は，
ltIJ離装置の改良と作業速度の改善について検討を行う D
2. 口一タリの改良に関する基礎研究。
一般に多く使用されている ロータリのナタ爪の磨耗は 爪先端部から湾曲部につい
ての磨耗が顕著であることから，湾曲部近くからの部分交換について検討を行った。
3.ルーラノレ篭気トラクタのけん引性能向上に関する研究。
農用トラクタでは，けん引性能を高めるために 前後車輪にウエイトを取り付けるこ
とで，けん引性能が高められている。電気トラクタでは トラクタフレーム内蔵蓄電池
の前後方向移動と軸距との関係が，けん引性能向上に及ぼす影響について検討を行った 0
4.農作業学会常任幹事 事務局幹事として活動した。
{生産プロセス工学分野}
大井洋，講師
1 .木材パルプの高収率化と無塩素漂白に関して，リグニンの分解機構を解明する研究を
行った。
2.熱分解ガスクロマトグラフィーを木材，パルプ，リグニンの構造解析に適用する研究
を行った 9
木村後範，教授
1 .食料生産・消費系における物質循環システム構築のための中核技術としてコンポスト
化を取り上げ，反応工学的並びに応用微生物学的見地からの解析を通じ，コンポスト化
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プ口セスの効率化を実現するための検討を行ったc また，その高温分解過程に着目し，
これに欝わる高温性微生物の役割を特定し，その機能性を有効に活用する検討を行った。
本研究課題は科学技術振興事業面・戦略的基礎研究推進事業「微生物の機能強化による
水環境修復技術の確立のための戦略的基礎研究(代表者:前川孝昭いの分担課題である O
2.コンポストイヒの応用研究として，生分解性プラスティックを材料とする食品容器や農
業資材に対する迅速分解技術としての適性及びその分解過程についての解析を行い，コ
ンポスト化プロセスの有効性を明らかにしたのみならず，分解メカニズムにかかわる新
知見を得ることができ，実用化の前進に貢献できた。本研究は平成8年度食品科学工学
会からの受託研究として実施した 9
3.コンポストイとの実用化における大きな障害としての悪臭発生を改善する技術としてロ
ックウールを資材とする微生物脱臭装置の開発研究を(特)生研機構，松下精工エンジ
ニアリング(株)等と共同して推進した。
4.米の品質評価技術の改良及び輸入米を素材とした新食品開発研究を実施し，飯米のテ
クスチャ測定にかかわる新提案を行った(協力:食品総合研究所)。
5.農業・食品加工残さを利用した乳酸発酵における効率改善と活用残さの排出量調査を
(株)告本製鏡所と共同で実施した司
6.家庭用コンポスト化装置の頻発並びに商品化に演して(株)松下電工株)東芝，
(株)三洋電機等の民間企業の指導を行った。
7.農業機械学会題際交流委員，農業施設学会大会運営委員，食品科学工学会編集委員と
して活動したc また，農業機械学会アクテイ 21プロジェクト「生物生産一環境系にお
ける未利用資源利用研究会 CU-brecs)Jリーダーとして研究集会 r2 1世紀に
向けたバイオマス資源利用とその技術展望」を企画，開催(美唄市，専修大学北海道短
期大学)した。
黒田健一，教授
木材および革本類中のりグニンの分析法として分析的熱分解法，特に熱分解ーガスクロ
マトグラフィーを取り上げ，その基礎的研究を行った。
佐竹隆顕，助教授
人間の脳神経系の機能や生物体の進化プロセスをコンビュータソフトウエア上で模倣し
たニューラルネットワークや遺伝的アルゴリズムといったコンビュータサイエンスを援用
した生物生産加工プロセスの最適化に演する以下の研究を行った。
1 .遺伝的アルゴリズムによる家畜配合館料の多目的配合設計に関する研究。
2.ニューラルネットワークを援用した貯蔵青果物の品質評価に関する研究。
3~ ニューラルネットワークによる家畜・家禽の飼養管理支援システムの構築を呂的とし
た基礎研究。
4.米の外観品質判定機に搭載するニューロプロセッサの開発を目的とした基礎研究。
張振亜，助手
1 .哲学酸を基質とするメタン麓への微量金属塩濃度の影響について研究を行ったっ本研究
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では酢酸分解系メタン麓に対し，高い微量金属塩濃度による阻害が，培養初期のメタン
葱接種量によって異なることが明らかにされ，また，培地の微量金属塩濃度を高めるこ
とによって従来の微量金属塩濃度のメタン生成速度の 3.7倍に達する結果が得られ，有
機系廃水から高効率メタン発酵を実現する重要な基礎知見をえた。
2.ロックファイパーの固定床型と完全懸濁型メタン発酵槽の特性比較の研究を行ったり
本研究では，ロックファイパーを担体とするリアクタに大量の菌体を滞留することによ
って，酢酸資化メタン醤による高速度メタン発酵の実現は可能であることが示された。
栃木紀郎，助教授
1 .木造住宅用部材における水分挙動 平衡含水率までの到達時間
木造住宅用部材の工場内生産(プレカット)において，木材中の含水率の不均一分布
は建築後の構造体の精度を著しく低下させる。工場における水分管理が重要となる O カ
ナダからの輸入材について 乾燥経過をその水分拡散と蒸発の面から追求し，材全体が
平衡含水率に到達するまでの水分挙動を検討した。
2.木質プ口ック
戦後大いに奨励されて植林されたスギを始めとする針葉樹の多くが主伐嬬を迎えつつ
ある色また，近年猛威をふるった台風による針葉樹植林地の被害は大きく，大量の嵐倒
木や被害木をもたらした。このような原材料として供給能力をもったスギ材の付加価値
を高め，その有効利用を図ることを可能とした新しい木質材料を考案した。チップに接
着剤を添加した後 熱圧成形することによって プロック状あるいは淳板状の新しいタ
イプのエクステリア・ウッドを開発したo
3.揺動するノーズパーを用いた単板切削に関する研究
構造用材料として需要が高い合板や単板積層材を構成するエレメントである単板の切
削において，ノーズパーの轍きはナイフとともに第 l義的に重要である。これまでの一
連の研究成果を基に新しい作用方式のノーズパーを考案した。従来のパーと異なり工具
切れ刃線に平行な面において，自由な揺動運動をするものであり，スギ等の針葉樹から
の単板製造に有効な切削機構が得られた。
4.中質繊維板 (MDF)の被削性
構造用材料や家具用材として急速に需要が伸びつつあるMDFについて，その利用に
際しては切断， Uカット，ルーター加工，穴あけ等の多様な切削加工が施されることが
他のボード類に比較してかなり多い 3 しかしながら，その切削機構や被創性能について
系統的に研究検討されていない。本研究では，衝撃試験によってMDFの破壊靭性係数
を求めることで，切削加工に要する消費所要動力を得るための理論解析し，その検証を
試みた O
富田文一郎，教授
1 .メラミンとユリアのホルムアルデヒドによる共結合樹脂は，広く実用化されているも
のであるが，共縮合に関する生成機構が明らかでない G これを検討するため科学研究費
基盤研究Bの補助を受け研究を進めていたが， C-13NMRスペクトルにより共縮合
を判定する方法を確立した。また， C-l 3をエンワッチしたホルムアルデヒドを用い
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て， C-l 3をラベルしたメチロール誘導体を合成し，これを用いて共総合の生成機構
を明らかにする方法を確立し，実際系の樹脂合成に役立てることに成功した日これらの
研究結果を国際会議における発表などを含めて公表した。
2.木材の主要成分であるリグニンの有効利用について科学研究費基盤研究Aと学内プロ
ジェクト研究の補助を受け検討を行った。その結果，各種のリグニンのアルカ 1)水溶液
と水溶性エポキシ化合物を混合するだけで利用できる水系樹脂を開発した。得ちれた硬
化樹脂の物性を評価したところ，特色ある粘弾性挙動を有していた。また，接着剤に使
用したところ実用性能に優れていたq これらの結果を公表した。
平成7年度から 2年にわたる科学研究費総合研究(A)(分担)により，生分解性高分子
の研究を行っているが，ここで開発したリグニン/エポキシ樹脂の応用研究を開始した。
謬冶煉，助手
培養処理における玄米の服警j発生状況を調べ，処理玄米の揺精性能を向上させるための
パーボイリング処理方法を検討した。
農産物および食品加工における副産物・廃棄物の有効利用を図るために，それらの物質
に含まれている有用成分の分離プロセスについて基礎笑験を行った。
米糠を試料としてエタノーjレ処理および貯蔵実験を行い，適切なエタノール処理により
米糠の安定化および米の貯蔵性向上が可能であることを明らかにした。
前JIf孝昭，教授
平成7年度に引き続き、平成8年度では生物のもつ機能や特性を生かす生物資源プロセ
ス工学分野について研究を実施した。特に食料資源プロセス工学及びエネルギー・資源・
生物関システム学・環境科学分野についての研究を行なった。科学技術事業回戦略的基礎
研究低負荷環境システム(研究代表)及び生研機構新技術・新分野創出のための基礎研究
機械装置(分担)、ダイシン設計(株)、共和コンクソート(株)並びにNEC環境エンジニヤ
リング(株)との共同研究(B)を実施し、それぞれ共同研究員l名ずつ、合計2名を受け入
れた。バイオシステム研究科に米国ハワイ大学バイオシステム工学科の大学続生時i缶詰.
Shimabukuroを短期研究留学生として受け入れた。
1 .食料資源プロセス工学分野については以下の基礎研究を行った。
新食品の開発: 発芽玄米の発芽・発根の斉一性を図るための発芽装置の基礎研究及
び発芽玄米を原料とする新しい食品の加工方法を検討した(校費) 0 
2.エネルギー-資源・生物圏システム学・環境科学分野については，基礎研究とともに実用
化に踏み込んだ研究を実施した司
1 )畜産廃水処理に関する調査研究:北海道の酪農地域における窒素収支の解析と水系の
富栄養化について調査研究を行った(受託研究費)。
2)簡易2相式メタン発酵装置の設計方法に関する研究:ダイシン設計(株)共同研究員
阿部充氏とともに寒冷地用簡易2相式メタン発酵装震の設計法の確立とこれに関連する
実験を行った(共同研究費) 0 
3) 2棺式膜複合嫌気性流動床リアクターの続発:限外ろ過膜複合流動床型メタン発酵に
関する蓄体密度向上に関する研究をNEC環境エンジニヤリングと実施した(共同研究費)。
? ?
4)地球規模国際問題(温暖化防止技術)における現状と将来について調査研究を実施した
(日本科学技術振興財団)。
5) C02/H2合成系思1養メタン菌の栄養源最適化による高効率メタン発酵に関する研究:メ
タン菌の栄養源最適化による麓体密度の向上を図った(校費)。
6)硝化・税窒の高効率化に関する研究:共和コンクリート(株)の共向研究員大木裕司氏
とともに生態系での硝化・脱窒の高効率化に関して共同研究を行った(共同研究費・校費) 0 
7)微細藻類を用いたC02固定:スピルリナを用いたC02盟定及びN.Pの盟定に関して理論
的検討を行った(校費)日
8)糞尿に含まれる窒素の硝化・脱窒に関する研究:低C/N比畜産糞尿の硝化・脱窒に関し
て品析法による間欠曝気法を検討した(校費) 0 
9)画像処理によるメタン菌澱定法の開発:メタン菌の密度をメタン麓内に存在する補酵
素F420の蛍光発色を利用して求める方法の開発に取り組んだ(科研一般B;代表) 0 
10)硝化・脱窒菌の固定化に関する研究:エステーエンジニヤリング(株)の共同研究員
横山宏行氏とともに硝化・脱窒菌の画定化に関する基礎研究を実施した(共同研究費・校費) 0 
11)植物生体電位の検出に関する研究:光合成における植物が発生する生体電位の検出に
関する測定法を検討した(科研試験A;分担研究)
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4-2 論文等
a.著書
1.伊藤太一(分担執筆)
森林環境保全マニュアル(木平勇吉編著)
輯倉蓄広， 26-40， 1996 
2.伊藤太一(分担執筆)
ランドスケープ大系第1巻ランドスケープの展開(日本造盤学会編)
技報堂， 113-120， 1996 
3.小中俊雄
生物生産システム工学
新農林社， 1-225， 1997 
4.富田文一部(分担執筆) ，間部敏弘監修
ウッドセラミックス，フェノール樹脂，
内田老銭関出版， 85-92， 1997 
5.諒JH孝昭(分担執筆)
機説バイオマスエネルギー，手作りエネルギ一大全
光の家協会， 46-63， 1996 
6.前Jfl孝昭(分担執筆)
第2章微生物の機能一食物連鎖上に並ぶ微生物の機能ー生物と自然のハーモニー
産議出版， 247-267， 1997 
??
b. 論文・報文
1. Adach， Y.， and Tanaka，Y. 
Sett1ing Velocity of an Aluminium-Kaolinite Floc 
Water Res.， 31，449-457 ， 1997 
2.中村貴彦，足立泰久，鈴木光開IJ
微粒子の沈降速度測定法の開発およびそれを適用したアオコの単一線胞の沈降速度の
決定
農業土木学会論文集， 187，31-36，1997
3.青木正雄，安部征雄
強酸性土における法面緑化
土と基礎， 44， (6)，28-30， 1996 
4. Ichihara， K.， Toyokawa，K. and Sawaguchi， 1.
Analysis of Factor Inf1uenceing Runoff from Forest Roads 
Joumal of the Japan Forest Engineering Society， 11(1)，3-12，1996 
5. Ichihara， K.， Toyokawa，K. and Sawaguchi， 1. 
An estimation of soil loss from tractor logging roads -The estimation of soil erodibility 
factor for Universal Soil Loss Equation-
JOUlτlal of the Japan Forest Engineering Society， 11， (1)，13-20， 1996 
6.市原恒一，豊J! !勝生，田中利美，津口勇雄
ニューラルネットワークによる風景の探査.
ランドスケープ研究， 59， (5)，189-192， 1996 
7.豊)[!勝生，市原恒一， r皐口勇雄
ファジイAHP法による残響特性の快適感の評価.
ランドスケープ研究， 59，(5)，193-196，1996 
8.市原程一，豊)!!勝生，津口勇雄
林道が開設された流域における流出解析.
日本林学会誌， 78，(2)，134-142，1996 
9.津口勇雄， r石原恒一，豊)[1勝生，大Jl(j:fi修
林道3級と作業林道の統計的比較解析.
森林利用学会誌， 11，(2)，103-112， 1996 
10.豊川勝生，市原恒一， r翠口勇雄
生理応答からみた騒音の一位数加算テスト結果への影響.
森林利用学会誌， 11， (3) ，173-180， 1996 
11. Sawaguchi， 1.， Shimizu， 1.， S.， 1 ch i ha ra， K.， Toyokawa， K. and Ohkawabata， 0 . 
Logging in Multi-Storied Forest Management in Peninsular ( 1 ) -The Growing 
Condi tion of Affores包tionTrees and Damage to Lower-story Trees Caused by Vehicle 
Logging System-. 
Joumal of Forest Rese31"ch， 2(1)， 15-19， 1997 
??
?
12. 1 to. T. 
Influence of Forestry on the Formation of National Park Policy in ]apan 
]oumal of Forest Planning， 2:85-95， 1996 
13. Intabon. K.，揺aekawa.T. ， and Sato K. I 
Studies on the Monitoring Techni弓uesand Application of Bio-electric Potentials in 
Bio-production. 1. Relationship between foliar temperature and electric potential of 
foliar surface in a tomato plant. 
農業施設， 27(3). 33-40， 1996 
14. 田中潤治，和泉明子，鈴木聡，大井洋J黒田捷一
熱分解ガスクロマトグラフィーによるワグニンの構造解析(第4報)
広葉樹腐朽材およびクラブト蒸煮材のニトロベンゼン酸化との比較
紙パ技協誌， 51(2)， 358-366，1997 
15 木村俊範，清水産人，吉椅 繁，種谷真一
品質評価における米飯の粘ちに関する実験的研究(第 l報)
農業施設27(1)，3-10，1996 
16. Dimmel， D. R.， Xi Pan， Kuroda， K.， and Bozell.].] • 
Pulping Catalysts from Lignin(6). Nitrogen Dioxide Oxid呂tionof 5-Substituted Guiaiacyl 
Compound， 
]. Wood Chem. Technology， 16， 191-204， 1996 
17. Ku roda. K. and Izumi， A. 
Pyrolysis-Methylation An丘lysisof Lignin: Dimer Pyrolysis Products Derived from β-0 
-4，β-b，β-5 and β-1 Substructures， 
Mokuzai Gakkaishi， 43， 112-114， 1995 
18. A. Izほniand K. Kuroda 
Pyrolysis-Gas Chromatography Analysis of Dehydrogenation Polymers with Various 
Syringyl to Guaiacyl Ratios， 
Mokuzai Gakkaishi， 43， 194-202， 1997 
19. Usaborisut P.， Ko ike， M.， Konaka， T.， Yoda， A.， Sato]. ，and Nagasaka， Y. 
Stress-strain behaviors of the hol1owed， saturated soil specimen under 
different cyclic torsional shear loading 
テラメカニックス， 17， 57-64， 1997 
20.佐久間泰一，豊満幸雄，多国敦，坂口 隆
ハス自の現状と麗場整備の問題点，
農業土木論文集， 184， 39~46 ， 1996 
21.表新，佐藤政良
日本の河川における計画貯水池容量の性質ーダム利水容量による河川流量時系列の
評価 (n)-
農業土木学会論文集， 182， 117-124， 1996 
22. Tuan， D.D.， Satoh，拡， Nga， N.T. 
Impact of Production Privatization on On farm Water Management in the Red River Delta， 
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North Vietnam 
水文・水資源学会誌， 9， (4)， 358-366， 1996 
23.表新，佐藤政良
水田用水利用からみた日本の向}I [流量の特性ーダム利水容量による河川流量時系
列の評価(II) 一
農業土木学会論文集， 64， (5)， 125-134， 1996 
24. Nomoto，S.， Shinoyama，A.， Shiraishi.S.， and Sahara， D.
Under-Flame Oxidation of Amines and Amino Acids in an Aqueous Solution 
Bioscience， biotechnology， and biochemistry， 60. (11). 1851-1855. 1996 
25.片問恭子，塩沢昌，池口厚夫，多国 敦
「不連続系」モデル土壌における熱伝導実験
農業土木学会論文集， 186， 11-22， 1996 
26.溝口勝，取出伸夫，塩沢 昌
土壌物理分野におけるシミュレーション手法の現状と課題
農業土木学会誌， 65(3)， 1-8 ， 1997 
27. SugIyama， H.， Kadoya， M.， Nagai，A.， and Lansey，K. 
Evaluation of the storage function model parameter 
Joumal of Hydrology， 191， 332-348， 1997 
28. Nakano， T.， Seno. T. ， Sahara， D.. Ichikawa， M. . Ichakawa T.， and 1. Notsuki 
The e百ectsof di在erentmethods of premilking preparation on bacterial count in law milk 
日本家畜管理学会誌， 32，(1)， 19-23，1996 
29.小林 純，栃木紀郎，大林宏塩，木村礼夫，塩倉高義
木質ブロックの製造と品質に演する研究(第 1報) ，製造条件が木質ブロックの性能
に及ぼす影，
木村工業， 51(8)， 352-357， 1996 
30 野中祐史，富田文一郎，秦野恭典
リグニン/エポキシ樹脂の物性と接着性
木材工業， 51(6)， 250-254， 1996 
3l. Noguchi R.， Nakano，K. 
Parameter Identification for Torque Curve of Rotary Tillage 
Joumal of the Japanese Society of Agricultural Machinery， 58(6)， 79-88 ， 1996 
32.野口良造，小中俊雄，瀧川具弘
AHPによる農業機械更新の意志決定支援システム
農業機械学会誌 58(4)，61-70， 1996 
33.長谷川英夫，小池正之p 小中俊雄
農用トラクタ用モノコック型フレームの静的弾塑性解析-NISA Iによる数値シミュ
レーションー
農業機械学会誌，59(1)，11-20，1997 
34 Sakurai， K. and H i gano. Y. 
Efficient Residential Land Use and System of Land Taxes: A Dynamic Analysis 
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of the Land Markets. 
地域学研究， 26(1)， 1-11， 1996 
35 茅国平，氷銘揚西部
情報発展と政策因子が労働構造変動に与える影響に関する研究，
地域学研究， 26( 1)，43-59， 1996 
36 H i gano. Y. ， and T. Sawada 
The Dynamic Optimal Policy to Improve the Water Quality of Lake Kasumigaura， 
地域学研究， 26(1)， 75-86， 1996 
37 Shibusawa， H. and Higano. Y. 
Equilibrium vs. Optimum in a Closed Infonnation-oriented City with External 
Economies of Telecommuting， 
地域学研究， 26(1)，87-98， 1996 
38. Mao， G. and Higano. Y. 
A Study of the Labor Structure in Shanghai -the Information Development 
and the Employment Policy， 
Hitotsubashi Journal of Economics， 37， (2)， 155-173 I 1996 
39 氷鐙揚西部
環境質プ口グラミングによる環境付加倍値税の導出，
地域学研究 I 26(1)， 181-187， 1996 
40.話iaoY.. Agad， M.D.， Toyoshima H. and Yoshizaki， S. 
Processing of Rice by Incubation(Part 1)-Gelatinization Properties of the Milled Rice 
Flour of Incubated Brown Rice I 
Journal of the Japanese Society of Agric. Machinery， 58( 4) ， 71-77， 1996 
41.謬冶煉，マノレシャル D.アガド，吉時繁
培養処理による米の加工(第2報)-玄米の培養による遊離アミノ酸の生成一
農業機械学会誌， 58(5)， 43-48，1996 
42.謬冶煉，マノレシャノレ D.アガド，吉崎繁
培養処理による米の加工(第3報)-培養玄米の揚精特性一
農業機械学会誌， 59(1)，37-41， 1997 
43. 巽板秀二
Sediment Waveの通過と Step-Pool河床の変形
砂訪学会誌(新砂紡) ， 49(2)， 21-27， 1996 
44.前JH孝昭，張振亜
メタン発酵における硫酸還元菌と CO2/H 2資化性メタン麓の共生関係，
農業施設， 27(4)， 39-43， 1997 
45.藤田和男，前Jlr孝昭
回分培養における藍藻細胞の比表面積家の計測と C02物質移動計数の算出
農業施設， 27(2)， 85-93， 1996 
46. Kitamura，Y.， Maekawa. T. ， Tagawa，A.， Hayashi，H. and Farrell-Poe，K. 
Treatment of Strong Organic， Nitrogenous Wastewater by an Anaerobic Contact Process 
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Incorporating Ultrafiltaration. 
Applied Engineering in Agriculture. 12. 709-714 ， 1996 
47. Zhang， Z. Y. and Maekawa. T. 
E百ectsof Sulfer-Containing Compounds on the Growth and Methane Production of 
Acclimate-Methanogens. 
Biomass and Bioenergy. 10(1). 45-46 . 1996 
48.山口智治，安部征雄，横田誠司，大塚義之，井伊博行
経年利用によるハウス土壌の物理化学的劣化とその対策
農業施設， 27. (3)，3-11， 1996 
? ? ?
C. 総説・解説
1.伊藤太一
「クリアカット J をめぐる一考察
林業技術 I 654， 15-18 ， 1996 
2. 伊藤太一
自然環境計画における歴史の意義
造菌学会誌ランドスケープ研究 I 60(4)， 299 ， 1997 
3. Kimura. T 
Composting of Biological Solid Wastes in ]apan 
ISWA Times No.4， 15-16 I 1996 
4. Kimura， T 
Rehabilitation Programs for a Eutrophic Lake Kasumigaura -a ]apan's Case.Green Aid 
Plan 1996 Philippines，No.1，1-6， 1997 
5. 木村後範
家畜糞尿の堆肥化と利用技術の現状と将来
公開シンポジウム「低コスト化を自指した家畜の生産と環境保全技術」資料，日本
学術会議， 31-40 I 1997 
6. 小中俊雄
C D -R 0 M iBiosystem Studies CAl Software J ver. 1.0， 1997 
7. 小中後雄
CD-ROM r生物生産システム工学J ver.2.0， 1997 
8. 瀬能誠之
農村環境と農業施設
農業施設， 26(4)， 1-2， 1996 
9. 瀧JlI具弘
レーザ光による位置，方位澱定技術
農業機械学会誌， 59(1)，130-134， 1997 
10. 瀧Jlr呉弘
コンビュータ支援農業[プリシジョンファーミング]
自動化技術， 29(1)，76-80， 1997 
11.富田文一郎
木質材料からのホルムアルデヒド拡散と対策
Timber Enginnering News， 28， 2-5， 1966 
12. 富田文一郎
ユリア系樹脂のホルムアルデとド拡散の機構と対策を見直す
木材工業， 52(1)， 2-8， 1997 
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d. 報告書
1. 山田興一，安部征雄他
平成7年度生物的C02毘定に関する調査報告書
NEDO，化学工学会， 17-21，31-34，98-100，161-173，232-236， 1996 
2. 天国高白
霞ヶ鴻流域の水徳環からみた整備計題調査報告書，
平成7年度国土総合開発事業調査費，林野庁， 116-134， 185-195， 1996 
3. 天田高白
ネパールの自然災害跡地をみる，
海外建設防災，第6号， 90 ~ 96， 1996 
4 天国高白
「土砂災害に関する防災システムの開発」
建設省報告書，共著， 201 ~ 263， 1997 
5. 天国高白ほか
今後の水理模型実験のあり方についての提言
建設省， 71<-理模型実験に関する研究委員会，共著， 1 ~ 4， 1997 
6. 天田高自ほか
滑川渓流再生事業検討委員会報告書
神奈川県藤沢土木事務所， (財)砂防フ臼ンティア整備推進機構， 1 ~ 48， 1997 
7. 門脇正史，遠藤徹，和出昌典，滝浪 明，大坪輝夫
筑波大学井Jf[演習林におけるツキノワグマの生態と森林被害に関する研究 I
-クマハギ被害の笑態報告-
筑大演報第 13号， 73 ~ 102， 1997 
8. 伊藤太一
日本の自然環境保全における米国の影響と独自性
平成 6'"-'8年度科学研究費補助金(基盤研究 (c)(2))研究成果報告書， 1-33， 1997 
9. 伊藤太一，安仁屋政武，天国高白，佐藤俊
エコツーリズムにおける自然環境保全と観光利用のバランス
平成 7年度環境科学研究科年報， 19， 65-68， 1996 
10. 大坪輝夫，和出昌典，遠藤徹
筑波大学農林技粥センター演習林気象報告一井J1演習林気象観測データ (1995年)一
筑大演報第 13号， 1997 
11 Onuki， S.， T.Kimura 
The Influence of Physical Factors on the Early Stage of Composting. 
Advances in Agricultural and Environment Engineering (lCABE， Beijing， China)， Part 4， 
82-86. 1996 
12 Ki田口ra. T.， M. Saito 
Relationship between Micro and Macro Phased Phenomena during Early Stage of 
Biological Wastes such as Animal Wastes， 
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Advances in Agricultural and Environment Engineering ， 87-92， 1996 
13 Saito， Y.， T. K i毘せra
Development of 1ミapidDegradation Method for Biodegradable Plastic by Composting 
Process. 
Advances in Agricultural and Environment Engineering I 93-98， 1996 
14. Ki毘ura，T 
Development of New Handling System for Large Scale Composting of Household Garbage. 
ProG. 7th ISWA Int. Congress and Exhibion (Yokohama， ]apan)， Vo1.2， 204-205，エ996
15 Shimizu， N.， T. Ki部ura
Cooked Rice Texture and the Diversity of Constituted Mechanism 
Proc. the Int. Agricultural Engineering Conference (AAAE， Pune， India)， 643-650， 1996 
16. Ki mura， T 
Temperature Deviation Patterns in a Batch Parboiling Tank. 
Proc. the Int. Agricultural Engineering Conference (AAAE， Pune， India)， 741-744， 1996 
17. 黒田捷一〈分担)
分析的熱分解による 1)グニンの分析
平成7年度~平成8年度科学研究費補助金(基盤研究 (A)(l))研究成果報告書，99-105
18. 佐竹縫顕
GA による配合設計システムの開発一畜種別設計モデルでのGAの評価試験
農業施設学会受託研究報告書， 1-21， 1997 
19. 佐藤政良，小池正之，杉山博信，真板秀二，佐久間泰一
中山間地域の持続的利用と管理に関する研究
平成 8年度特定研究研究成果報告書
20. 杉山博信
造成地における降雨流出特性と土壌侵食坊止対策の検討
畑地かんがい調査報告書，畑地農業振興会， 69-92， 1997 
21.多国敦，佐久間泰一
水田の大区画化における長辺長の制限要国に関する研究
平成 6~8 年度文部省科学研究費基盤研究 (B)(l) 研究成果報告書
22 富田文一郎
地域木質資源高度利用技術開発促進事業
平成8年度林野庁補助事業「最終報告書， 216-243， 1997 
23. 富田文一郎
メラミンとユリアの共縮合に関する基礎的研究と応用
平成 8年度科学研究費補助金(基盤研究 (B)(2))研究成果報告書， 1-7， 1997 
24. 富田文一郎〈分担)
リグニン/エポキシ樹脂の開発
平成 7~8 年度科学研究費補助金(基盤研究 (A)(l)) 研究成果報告書， 76-83， 1997 
25. Nonaka，Y.， Tomi ta. B. ， Hatano， Y.
Synthesis og Ligni即位poxyResins by the Aqueous Systems and Their Prpperties 
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Proceeding og Wood Adhesive Symposium 1995， 143-148， 1996 
26. 氷銘揚西部
物質収支を考慮したエコシステム動学シミュレーション
平成 6 年度~8 年度科学研究費補助金(基盤研究 (B)) 研究成果報告書，1-127，1997 
27. 前川孝昭 (分担執筆)，
メタン・亜酸化窒素の工学的アプロ
(財)農業技術協会， 156-175， 1996 
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e. 口頭発表(学会大会等)
1.小林幹佳，足立泰久
乱流中でのフロックの破壊強度
平成 8年度農業土木学会大会講演要旨集， 696-697， 1996 
2. 柴田理佐，中石克也，黒田芳弘，足立泰久
カオワナイト凝集体の塩濃度依存性について
平成 8年度農業土木学会大会講演要旨集， 268-269， エ996
3. 玉城麿，宮原和己，中石克也，足立泰久
Naモンモリ口ナイト分散系の極限粘度について
平成 8年度農業土木学会大会講演要話集， 266-267， 1996 
4. 松本哲洋，足立泰久
高分子電解質による PSL粒子の初期凝集機構に関する研究
平成 8年度農業土木学会大会講演要旨集， 220-221， 1996 
5. 松本哲洋，足立泰久
高分子電解質による PSL粒の架橋凝集の初期過程
第 9回高分子ミクロフェア討論会講演要旨集， 67-68， 1996 
6. 安部征雄
砂漠乾燥地における炭素国定
化学工学会第 29回秋季大会研究発表講演要旨集， 230-231， 1996 
7. 青木正雄，辻 車志，山野鋒康，安部征雄
強酸性土における農・工学的研究 (8) 
農業土木学会大会講演要量集， 518-519， 1996 
8. 小川哲夫，安部征雄，山口智治，横田誠司
蒸発促進材の形状が水面蒸発に及ぼす影響
第 7回日本沙漠学会学術大会講演要旨集， 9-10， 1996 
9. 前田勝弘，天国高白ほか
赤土砂を事例とした粘着性地盤の侵食に関する実験的研究，
平成 8年度砂防学会論文集， 139-140， 1996 
10. 前田勝弘，天国高白ほか
回転流の水理特性に関する水路実験との比較検討，
平成 8年度砂防学会論文集， 141-142， 1996 
11. Sawaguchi，I. 1 ch ihara. K. ， Toyokawa，K. and Ohkawabata，O. 
A Study on the Construction of Kinds of Forest Roads in Japan. 
Poceedings of the 12th Intematinal Conference of the International Society for Terain-
Vehicle Systems， 485-491， 1996 
12. Toyokawa，K.， 1 ch i hara， K. and Ssawaguchi，I. 
Estimating Profiles of Forest Roads by Genetic Algorithms. 
Poceedings of the 12th Intematinal Conference of the Intemational Society for Terain-
Vehicle Systems， 492-497， 1996 
。 。
13. 伊藤太一
自然環境保全法制定におけるウィルダネス法の影響
第 106回日本林学会大会講演要旨， 1996 
14. Ito. Taiichi 
An Analysis of Nature Conservation Organizations in ]apan 
The Second Conference on National Parks and Protected Areas of East Asia， 1996 
15. 1 to， Tai ichi 
The Potential of Mountain Railroad as a Means of Ecotourism 
The Second Conference on National Parks and Protected Areas of East Asia. 1996 
16. 任 JI慎栄，院多本華夫，前JI孝昭
花粉管によるコンポスト腐熟度および品質評価方法の検討
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 66-67， 1996 
17. 院多本華夫，前JlI孝昭
アオコを含む水から発生する臭気の測定について
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 68-69， 1996 
18. 湯座総，院多本華夫，前JI[孝昭，大賞守也
コイ養痛における微生物製剤混合餌の水質浄化効果
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 70-71， 1996 
19. 大井洋，呉延，黒田健一
熱分解ガスクロマトグラフィーによる酸不溶リグニンの分析
第 46呂田本木材学会大会研究発表要旨集， 384， 1996 
20. 大井洋，辻本純子
木質化学パルプの高収率化に関する研究 水溶性アントラキノン誘導体によるリグニ
ンの分解機構
第 46西日本木材学会大会研究発表要旨集， 386， 1996 
21.大井洋，岸野正典，轟英治
亜硝酸前処理を用いるクラフトパルプ酸素漂白法とその漂白機構(第2報)
第 63密紙パルプ研究発表会講演要旨集， 120-123， 1996 
22. 大井洋，議英治，呉延，岸野正典
化学パルプの高収率化と無塩素漂白に関する研究 亜硝酸処理におけるリグニンの反
応
第 41由リグニン討論会講演集， 89-92， 1996 
23. 大井洋，安田有紀野，和泉明子，黒田健一
熱分解ガスクロマトグラブィーによる南洋材リグニンの分析
第 41回リグニン討論会講演集， 137-140， 1996 
24. Oh i.H. ， Kishino， M. and Yamaguch i.A. 
Degradation of residuallignin model compounds by nitrogen oxides in acidic media 
1996 Intemational Pulp Bleaching Conference Book2 ， 519-521， 1996 
25. 岸野正典，大井洋，黒田龍一
クラフトパルプの亜硝酸処理における税リグニン機構 (4) 非フェノール性リグニ
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ンモデル化合物のCα-c β結合の関裂
第 46呂田本木材学会大会研究発表要旨集， 387， 1996 
26. Suzuki， S.， Oh i. H.， and Kuroda. K. 
Analysis of lignin in thermomechnical pulp by pyrolysis-gas chromatography 
Intemational Symposium on Cellulose and Lignocellulosics'96 ， 177-178， 1996 
27. Ju， Y.， Oh i.H.， and Kuroda. K. 
Non-chlorine bleaching of high yield chemical pulp by su1fite-formaldehyde-弓umone
pulping 
Intemational Symposium on Cellulose and Lignocellu1osics'96， 167-168， 1996 
28. 清水直人，木村俊範，前JI!孝昭，吉崎 繁，大坪研一
米飯テクスチャに基づく米銀製造に関する研究(第 1報)
第 55密農業機械学会年次大会講演要旨， 425-426， 1996 
29. 木村綾範，斎藤由香
コンポスト化による生分解性プラスティックの積極分解特性(第 l報)
第 55回農業機械学会年次大会講演要旨， 537-538， 1996 
30. 木村後範，小貫聡史
生物系廃棄物の物理的要因がコンポスト化初期過程に及ぼす影響
第 55回農業機械学会年次大会講演要量， 539-540， 1996 
31.清水産人，木村俊範，能川孝昭，吉埼 繁
炊銀溶液および米飯テクスチャの精白米表面色による予測，
平成8年度農業施設学会大会講演要旨， 6-7， 1996 
32. 木村俊範，金 南援，小貫聡史，道宗室昭
畜ふんコンポスト化施設局脱臭システムの実用化，
平成 8年度農業施設学会大会講演要旨， 64-65， 1996 
33. 木村俊範，小貫聡史
コンポスト化反応初期過程に及ぼす物理的要因の影響，
第 7[81廃棄物学会講演論文集， 314-316， 1996 
34. 木村俊範，斎藤忠香
コンポストイヒによる生分解性プラスティックの積極分解特性，
第7回廃棄物学会講演論文集， 328-330， 1996 
35. 木村俊範，金南振
生物脱臭法に用いるロックウールの使用可能性に演する基礎研究，
第 7回廃棄物学会講演論文集， 344-346， 1996 
36. 黒田健一，和泉明子
熱分解ーメチル化ーガスクロマトグラフィーによるリグニンの分析，
第 46回日本木材学会大会研究発表要旨集， 383， 1996 
37. 和泉明子，黒田健一
分析的熱分解によるリグニンの分析一熱分解物の起源構造について一
第 41回リグニン討論会講演集， 45-48 ， 1996 
38. 黒田健一
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熱分解ーメチル化によるリグニンの分析:s圃0-4型摺造由来の熱分解生成物，
第 41思リグニン討論会講演集 約-52. 1996 
39. Usaborisut， P.， Ko i ke，は， Konaka. T.， Yoda. A.， Sato， J.， Nagasaka， Y.
Dynamic Characteristics of the Hollowed Saturated Soil Specimen under Cyclic Torsional 
Shear Loading(Partl) -Mathematical Model Analysis -
農業機械学会年次大会，第 55回， 73-74， 1996 
40. Usaborisut， P.， Ko i ke， M.， Konaka， T.， Yoda. A.， Sato， J.， Nagasaka， Y.
Dynamic Characteristics of the Hollowed Saturated Soil Specimen under Cyclic Torsional 
Shear Loading(Part2) -Mathematical Model Analysis -
農業機械学会年次大会，第 55密， 75-76， 1996 
41.小池正之，藤悶修，余留意，瀧Jf[具弘
ルーラル電気ピークルのけん引性能向上に関する研究
電気自動車研究会第 3@]研究発表会概要集， 31-32， 1997 
42. 小池正之，アーターン W.，余田 章
ルーラル電気ピークルの設計コンセプトとその環境問題への貢献
第 43回日本砂丘学会全国大会講演要旨， 3-4， 1996 
43. Usaborisut P.， Ko i ke. 抵， Konaka，T.， Yoda. A.， Sato， J. and Nagasaka， Y.
Stress-strain behaviors of a hollowd， saturated soil specimen under 
different cyclic torsional shear loading， 
第 17窃テラメカニックス研究会年次大会プログラム， 26， 1996 
44. 小中後雄，野口良造
WINDOWS95と農業機械学 CAIソフトウェア
農業機械学会第 55毘年次大会， 435-436， 1996 
45. 佐久間泰一
稲作大規模経営の代かき・田植えの作業能率と国場条件，
平成 8年度農業土木学会講演要旨集， 530-531， 1996 
46. Tuan， D.， and Sa toh， M. 
Recent Change in Water Management in the Red River Delta， North Vietnam 
平成 8年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 318-319， 1996 
47. 佐藤政良，関本雅美
東北地方では雪が少ないと夏渇水になるか
平成 8年度農業土木学会大会講演会講演要旨， 392-393， 1996 
48. 堀尾俊弘，佐藤政良，高須良行
水利条件が大規模請負稲作経営の植付け作業に与える影響
平成 8年度第47回農業土木学会関東支部大会講演要旨， 26-27， 1996 
49. 片向恭子，塩沢昌，多沼敦
「不連続系」モデル土層における熱伝導
平成 8年度農業土木学会講演要旨集， 240-241， 1996 
50. 杉山博信，関野和美，峯毅年，高桑史郎
火山噴出物に護われた山地小流域における流出特性
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農業土木学会大会講演要旨集， pp.386-387， 1996 
51.稲畑健英，瀧}I!呉弘，小中{愛雄，小池正之，野口良造，佐藤純一，長坂善禎
軟弱地での自律走行技術の開発(第2報)
農業機械学会第 55自年次大会講演要旨， 281-282， 1996 
52. 穏熔龍英，滋}lf呉弘，小中俊雄，小池正之，野口良造，佐藤純一，長坂善禎
軟弱地での自律走行技術の開発(第3報)
農業機械学会第 55囲年次大会講演要旨， 282-283， 1996 
53. 瀧]11呉弘，穏熔健英，小中俊雄，小池正之s 野口良造，佐藤純一，長坂善禎
軟弱地での自律走行技術の開発(第4報)
農業機械学会第 56[9J年次大会講演要旨， 365-366 I 1997 
54. Nisizawa， T.， Ohya， A.， Yuta，S.， Taki gawa， T.
A Development of Autonomous Tractor for Agricultural Field. 
-Positioning System and Its Experiment一
Proceeding of Sixth International Symposium on Robotics and Manufacturing ， 
Montpel1ier France， 1996 
55. 長鵠律，多国敦，東照雄
レンコンの褐変・黒変現象に及ぼすハス毘の麗場条件の影響，
平成 8年度農業土木学会講演要話集 I 528-529， 1996 
56. 張振亜，前J!I孝昭
日2資イヒ性メタン蓄の留学駿への基質変換時の挙動，
平成 8年度農業施設学会大会講演要旨， 80-81， 1996 
57. 李文奇，張振亜，前JI!孝昭
岩綿を担体とする酢酸資化性メタン蓄による廃水処理
平成 8年度農業施設学会大会講演要嵩， 78-79， 1996 
59. 小林 純，長井正幸，鈴木修治，栃木紀部
MDFの被削性 (W) バイアス角の影響
第 46呂田本木材学会大会研究発表要旨， 257， 1995 
60. Tomi ta， B.
New Resin Systems from Lignin 
Fourth International Conference on Frontiers of Polymers and Advanced materials(Cairo)， 
1997 
61.野口良造
農害虫(ウンカ)の活動制御のための物理的アプローチ(第 l報)
ーイネの微少振動解析と疑似振動作成装置の試作一
農業機械学会第 56回年次大会， 299-300， 1997 
62. 野口良造，小中俊雄，小池正之，瀧}lf呉弘，中野和司
トラクタ・ロータリ耕うんシステムのライブソフトウェア化(第2報)ーロータリ耕
うんトルク波形の同定シミュレーションー
農業機械学会年次大会，第 55回， 71-72， 1996 
63. 元木隆博，氷飽揚四郎
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大気汚染物質排出の最適化政策に関する研究，
日本地域学会第 33百年次大会論稿集， 1-7 I 1996 
64. 向部健，氷飽揚四郎
社会的観点から見た地域冷暖房の有効性に関する研究，
臼本地域学会第 33回年次大会論稿集， 9-15， 1996 
65. 羅欣倫，氷錦揚四郎
台湾における交通投資の経済効果と環境影響総合評価，
自本地域学会第33四年次大会論稿集，pp.129-136， 1996 
66. 羅繰坂，氷鈎揚四郎
韓国八堂湖の水質改善策の研究，
日本地域学会第 33百年次大会論稿集，137-144， 1996 
67. 北津志郎，氷飽揚西部
日本における火力発電所への排煙脱硫・脱硝装置の普及についての研究
日本地域学会第 33回年次大会論稿集， 145-154， 1996 
68. Ying-jen Pan ，氷銘揚四郎
台湾]i-nan大学設立計画の評価と改善プランの提出，
白木地域学会第 33回年次大会論稿集，187-188， 1996 
69. H i gano， Y.and G.Mao， 
The Development of the Infonnation Industries in the Shanghai City， 
The 36th Annual Meeting of the WRSA， 1-18， 1997， 
70. Shibusawa，狂.and H i gano， Y.
Agglomeration Diseconomies of Traffic Congestion and Agglomeration Economies 
of Interaction in the Infonnation-oriented City 
Tbe 5tb WarJd CDJJgr.正当Sof tbe RS.41， 1-26， 1995 
71 Mao， G. and H i gano. Y. 
Estimating the Concealed Unemployment in ]apan， 
The 5th World Congress of the RSAI， 1-27， 1996 
72 Mao， G. and H i gano， Y.
Information Development and Economic Development -A Comparative Study 
between Shanghai and ]apan， 
The 5th World Congress of the RSAI， 1-27， 1996 
73‘撰板秀二
Sedimen t Waveの通過と Step-Pool河床の変形
平成 8年度砂防学会研究発表会概要集， 137-138， 1996 
74. 鈴木啓太郎，前川孝昭
発芽玄米の食品化に関する研究 (2)一物理的環境制御による玄米の発芽制御一
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 4-5， 1996 
75. 黒須和代，前JI(孝昭
中温メタン菌の増殖の温度依存性
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 72-73， 1996 
-33 -
76. 藤田和男，前1孝昭，中)I [力夫
微生物製剤による生活廃水の浄化能力の評倍，
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 82-83， 1996 
77. 森詞理紀，前JI孝昭
藻類バイオリアクタによる魚類への酸素供給システムの評価
平成 8年度農業施設学会大会要旨， 84-85， 1996 
78 Miao Y. ，Agad， M.D.and Yoshizaki， S. 
Incubation of Brown Rice with Di百erent Embryo Viabilities 
平成 8年度農業施設学会大会講演要話， 2-3， 1996 
79. 山口智治，安部征雄，横田誠司
施設題芸土壌における塩類集積と酸性化について
平成 8年度農業施設学会大会講演要旨， 44-45， 1996 
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f .一般講演等
1. Adach， Y.
Sedimentation of an alminium-kaolinite f10c 
農林水産省農林交流センター，1997.4
2. 安部征雄
砂漠乾燥地における炭素国定
千葉工業大学技術・情報講演会，千葉工業大学， 1997 
3. 伊藤太一
今こそ自然保護をとく!
日本自然保護協会，千葉県立中央博物館， 1996.11 
4. 伊藤太一
今アメリカの国立公爵に学ぶ
自然環境保全整備フォーラム，新宿御苑インフォメーションセンター， 1997.3 
5. 大坪輝夫
森林の造成と野生動物の被害:
井JlI中学校， 1996.5 
6. 木村俊範
都市ごみコンポスト化実用施設の開発
(社)生分解性プラスティック研究会平成8年度現地研修会(盛時市) ，1996 
7. 木村俊範
地域循環システムにおける生物系由形廃棄物のコンポスト化技術とその展望、
ばらきテクノフェア '96 (筑波大学研究成果企業化促進交流会) ，茨城県， 1996 
8. 木村俊範
コンポスト化にかかわる微生物の特性・挙動と新しいコンポスト装置の開発動向
生ごみ・有機性廃棄物の最新処理・リサイクル技術講習会，(株)技術情報センター，
1997 
9. 富田文一郎
ホルムアルデヒド拡散の機構と対策を見直す
(社)B本木材加工技術協会ボード部会，東京， 1996 
10. 富田文一郎
ユリア系樹脂のホルムアルデヒド拡散の機構と対策
日本木材学会木材接着研究会，東京， 1996 
11. To盟ita， B.
Wil1 new century of wood chemicals come ? 
Proceedings of the ]apanese/Austrailian Workshop on Environmental Management， 
193-199， 1997 
12. 前}l1孝昭
資源利用による持続発展のための適正技術の確立と評価
中盟国家科学委員会， 1996 
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13. 前}f(孝昭
地域資源の利・活用による持続的発展について
中国北京大学環境科学研究中心， 1997 
g.特許
平成8年度該当なし
? ??
?
4-3 受賞等
氏名 賞名
1.瀧Hf呉弘農業機械学会森技術賞
2.足立泰久 筑波学部資金財団
教育研究特別表彰
受賞論文など
追従型けん引システムの 平成8.7 
研究
コロイド現象が関与する 平成8.10
国液系におけるフロック
の形成と物理性に関する
研究
一 37-
4-4 研究費等
a.文部省科学研究費
1.安部征雄(代表) ，交付年度 平成ア年~9年度
課題 土壌水分の蒸発促進装謹の開発(基盤研究(A) ) 
交付金額 ι200千円
2.伊藤太一(代表) ，交付年度平成8年度
課題 日本の自然環境保全における米国の影響と独自性(一般研究 (c)(2)) 
交付金額 500千円
3 小池正之(代表) ，交付年度平成 6 年~8年度
課題 計算力学によるトラクタの最適設計(基盤研究 (B) (2) 
交付金額 700千円
4.小池正之(分担) ，交付年度 平成6年'"'-'8年度
課題 砂地特産物(ラッキョウ)の半自動生産機械化システムの確立(基盤研究(B ) 
(2)， 代表者岩崎正美)
交付金額 2，700千円
5.小中俊雄(代表) ， 交付年度 平成8年度
課題 生物生産業システム工学(研究成果公開促進費(一般学術図警))
交付金額 1，200千円
6.佐竹経顕，交付年度 平成7年度
課題 ニューラルネットワークによる家畜飼養管理支援システムの罰発
(一般研究(c ) 
交付金額 200千円
7.佐藤政良(代表)，小池，杉山，真板，佐久間(分担)交付年度 平成8'"'-'10年度
課題 タイ菌農村における近代的農業基盤システムの受容過程に関する研究(国際学
術研究(大学問協力研究)) 
交付金額 2，200千円
8.佐藤政良(代表) ，小池，杉山，真板，佐久間 交付年度平成8年度
中山間地の持続的利用と管理に関する研究(特定研究)
交付金額 3，500千円
9.佐原惇三(代表) ，交付年度 平成8年度~平成10年度
課題 エコ電気ピークル導入に伴う環境保全評価に関する研究(基盤研究 (C)( 2 )
交付金額上300千円
10.塩沢昌(代表) ，交付年度平成8年度
課題 土壌からの蒸発と塩分集積の制御に興する研究(基盤研究 (C-2) ) 
交付金額 1，400千円
11.杉山博信(代表) ，交付年度平成8年---10年度
課題 ゴルフ場開発に伴う水文環境影響の診断と予測に関する基礎研究(萌芽的研究)
交付金額 2，200千円
? ??
?
12 瀧]11 呉弘(分担) ，交付年度平成7"'9年度
課題畑地及び樹麗地における雑草の生態調査(総合研究(A )， (代表 塩谷 哲夫)
交付金額 289千円 (総額 6000千円)
13.多田敦(代表) ，塩津 昌，佐久間泰一(分担)，交付年度 平成6"'8年度
課題 水田の大区画化における長辺長の制限要因に関する研究(基盤研究(ち)(1 )
交付金額 800千円
14.富田文一郎(代表)交付年度 平成8'"'-'9年度
課題 オゾン酸化リグニンの高度有効利用に関する研究(基盤研究(A )( 1 )
交付金額 9，600千円(平成8年度)
15.富回文一郎(代表) 交付年度 平成7'"'-'8年度
課題 メラミンとユリアの共縮合に関する基礎的研究とその応用(基盤研究(B )(2 )
交付金額 2，200千円(平成8年度)
16.富田文一郎(分担) 交付年度 平成7'"'-'8年度
課題 木材由来成分からの生分解性高分子の製造とその評価法の確立(総合研究 (A))
交付金額 900千円(平成8年度)
17.野口良造(代表) ， 交付年度 平成8年度(単年)
諜題 農害虫の活動制御のための物理的アプローチ(奨励 (A)
交付金額 1，000千円
18.氷鈎揚四郎(代表)，渋漂博幸(豊橋技術科学大学) ，交付年度 平成8年度
課題 物質収支を考慮、したエコシステム動学シミュレーション(基盤研究 (B)) 
交付金額 500千円
19.疑板秀二(代表) ，交付年度平成8年度
課題 渓流の瀬・淵構造と浮遊土砂・有機物の流出および水質との関連に関する観測
研究(基盤研究 (C)(2)) 
交付金額 1，600千円
20.前]11孝昭(代表)
課題 メタン発酵リアクターの蕗体濃度測定法の確立と分解速疫の高効率化(基盤研
究 (B)
交付金額 1，600千円
21.前川孝昭(分担)
課題 植物苗の人工照明下における高速安定大量生産のための環境調節システムの関
発試験(B ):
交付金額 2000千円
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b.学内プロジェクト
1.足立泰久(代表) ，交付年度 平成8年度
課題 フロックの形成における水理学的素過程
交付金額 400千円
2.伊藤太一(代表)，交付年度平成3年度(助成研究 (B))
課題 アクセスによって規定される自然地域のアメニティ評錨手法に関する研究
交付金額 750千円
3.佐久間泰一(代表) ， 交付年度 平成8年度
課題 耕作放棄水田の愚場条件に関する研究(奨励研究)
交付金額 400千円
4 佐竹隆顕(代表交付年度 平成8年度
課題 ニューラルネットワークによる家畜飼養管理支援システムの開発に関する
基礎的研究
交付金額 400千円
5.富田文一郎(代表)
課題 エポキシ化合物によるリグニンの高分子化に関わる研究
交付金額 1，000千円
C. 学系外からの資金
1.伊藤太一(代表)， 交付年度平成8年度
課題 エコツーリズムにおける自然環境保全と観光利用のバランス(環境科学研究科
プロジェクト)
交付金額 500千円
2.伊藤太一(分担) ， 交付年度 平成8年度
諜題 ヱコツーリズムと森林鉄道(委託者 東日本鉄道財団)
交付金額 500千円
3.木村俊範(分担) ， 交付年度 平成8年度
課題 高度高温菌のスクリーニングによる担体有機廃棄物の高速分解(委託者:科学
技術振興事業白)
交付金額 3，000千円
4.木村俊範， 交付年度平成8年度
課題 コンポスト化による生分解性プラスティック食品容器包装の迅速分解技術の開
発(委託者:!ヨ本食品科学工学会)
交付金額 4，200千円(他に器材貸与費3，800千円)
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5.木村俊範， 寄付年度 平成8年度
課題 生分解性プラスティック製品の実用化に関する研究(ユニチカ(株) ) 
寄付金額 500千円
6.木村俊範， 寄付年度 平成8年度
課題 農業系廃棄物からの乳酸発酵技術 (8本製鋼所(株) ) 
寄付金額 1，000千円
7 佐竹隆顕:交付年度 平成8年度
課題 GAによる配合設計システムの開発-畜種別設計モデルでのGAの評価試験
(委託者:農業施設学会)
交付金額 460千円
8 佐藤政良， 交付年度平成8年度
課題 用排水・ほ場整備基礎諸元調査(受託研究費委託者関東農政局)
交付金額 700千円
9.佐藤政良， 交付年度平成8年度
課題 「土地改良区に関する研究J に対する助成(小谷沼土地改良区)
寄付金額 500千円
10.佐藤政良， 交付年度平成8年度
課題 「土地改良区に関する研究」に対する効成(大)[1改良区)
寄付金額 2， 500千円
1 瀧J1 兵弘
課題 未来型軽労化農業確立のための基盤技術開発の関する総合研究
交付金額 1，908千円
農林水産省農業研究センタ-
12 瀧Jlf 具弘(分担)
課題 新生物資源生産・変換のための機械・装置に関する基礎研究(代表坂井直樹)
交付金 7，300千円
生物系特定産業技術研究推進機構
13 富田文一郎(代表) 交付年度 平成8年度
課題 オゾン酸化リクeニンの研究(委託者:西松建設(株)) 
交付金額 2，000千円
14.栃木紀郎(代表) ， 交付年度平成8年度
課題 木材の含水率変化の予測(委託者株)三井ホームコンポーネント)
交付金額 1，000千円
15.前J1孝昭(代表) ，交付年度平成8年
課題 微生物機能強化による水環境修(新技術事業団，戦略的基礎研究推進事業にお
ける「環境低負荷のための社会システム」の研究費)
交付金額 13，821千円
16.前JlI孝昭(代表) ，交付年度平成8年
課題 低温メタン菌の集積装置に関する研究
交付金額 5，500千円
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17.前JI!孝昭(代表) ，交付年度平成8年
課題 霞ヶ浦に流入する小河川の硝化・税窒促進による水質浄化機能強化(依託者名
茨城県生活環境部霞ヶ浦対策課)
交付金額 41∞千円
18.前)I !孝昭(代表) ，交付年度平成8年
課題 高速メタン発酵装置の開発に関する研究(欽託者 NEC環境エンジニアりン
グ株)
交付金額 2000千円
19.前Jlf孝昭(代表)
課題 メタン蓄の低温鋭化および有機駿の分解能力向上に関する基礎研究(共同研究
CA) ，ダイシン設計)
交付金額 3， 352千円
20.蔀)11孝昭(代表)
課題 エコテクノロジーによる高度な硝化・脱窒技術の開発(共和コンクリート)
交付金額 6，822千円
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4-5 研究推進(農林工学系サロンなど)
以下の事項について検討及び実行した。
1 )共同プロジェクトの取り組み
学系の研究活動の活性化を推進するため，共同研究のあるべき姿について研究推進担
当委員の関で意見交換を行った。科研費，民間財団の研究助成費等による共同研究は，
研究代表者のリーダーシップのもとに実行可能であると考えられるが，具体的な叩き台
を提示するまでには至らなかった。現在科研費国際学術研究(大学問協力研究)が 1件
(平成8年度'"'-'10年度)笑施されているが，このような共同プロジェクトの件数を更
に増やすことが望まれる o
2)農林工学系サロン
下記の5件について実施した。参加者の確保策が課題として残っている。
回数 講締(所属) 演 題 実施日 参加者数
1 Gaylon S. Campbell New Methods for Monitor- 6月 6日 35名
(Professor， Dept. of Crop ing Soil Water Content 
and Soil Science， and Matric Potential 
Washington State Univ .) 
2 池田 良一 IRRlにおける最近のイネ 10月21日 21名
(農林水産省農業研究セ 研究最前線
シダー益面藷藍蔀評莞
企画科長)
3 市原 恒一 林道への雨水の流出 1月22日 18名
(農林工学系助教授)
4 瀧JI ! 呉弘 車両位置の測定技術 12月24日 18名
(農林工学系助教授)
5 松田 従一 新しい家畜糞尿処理技術 1月30日 20名
(北海道大学農学部農業 に関する研究動向
工学科助教授)
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